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平成２１年度第２回瑞穂町廃棄物減量等推進審議会  会議録  

１日   時  
平成２２年２月１６日（火曜日）  

  １０時００分から１１時１０分まで  

２場   所  みずほリサイクルプラザ２階研修室  

３出  席  者   
吉川会長、根岸副会長、清水委員、村田委員、天

沼委員、田中委員、石塚委員  

４欠  席  者   馬場委員、臼井委員、村山委員  

５議   題  １  ノー（ NO）レジ袋・マイバッグキャンペーンの

進捗状況について  

２  瑞穂町一般廃棄物（ごみ）処理基本計画の改定

について  

３  その他  

６傍  聴  人    ０人  

７配布資料   資料１  答申書（写）  

資料２  ノー（ NO）レジ袋・マイバッグキャンペー

ン協定締結事業者アンケート調査結果（レ

ジ 袋 の 削 減 及 び マ イ バ ッ グ 持 参 促 進 に 関

する協定）  

資料３  「瑞穂町環境基本計画（平成 21 年 3 月策

定）の写し（一部抜粋）」  

資料４  「瑞穂町一般廃棄物（ごみ）処理基本計画

（平成１２年３月策定版）の現状について」

その他  瑞穂町一般廃棄物（ごみ）処理基本計画（冊

子）  

    環境報告書２００９  
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（議題１）  

 ノー（ NO）レジ袋・マイバッグキャンペーンの進捗状況について

（会議内容）  

（資料説明） 

（吉川会長） 

（事  務  局） 

＊資料１「答

申 書 （ 写 ）」

の説明  

 

 

 

＊ １ ペ ー ジ

の説明  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊２・３・４

ペ ー ジ の 説

明  

 

 

 

 

事務局より資料の説明を求める。  

資料１から説明する。  

これは、平成２０年６月に「ノー（ NO）レジ袋・

マイバッグキャンペーン」の実施についていただい

た答申書の内容に、実施した結果などを挿入して、

現在までの進捗状況を報告するものである。  

なお、説明の都合上、答申書の順序を一部変えて

いる場所もあるので、ご留意いただきたい。  

「１  目的」は「買い物には買い物袋を持参し、

ごみとなる包装は断り、レジ袋を辞退するなど、ノ

ーレジ袋・マイバッグ運動を通じて排出抑制を促進

し、循環型社会に向けた意識の啓発とごみの減量を

図ることにある。」とあり、これに従い、「３  キャ

ンペーン実施施策」を実施した。  

そ の実施施策としては「（１）大型店舗（スーパ

ー）他にて啓発活動」、「（２）町主要イベントにて

啓発活動」、「（４）展示ブースの設置」の３施策を

挙げている。  

その下の四角く囲まれた部分が実施結果であり、

次のように啓発活動を行なった（四角部分内の内容

については説明省略）。  

「（３）広報・ＨＰ・ごみ資源物収集カレンダー

での啓発」については、本日現在、広報には１３

記事、ＨＰには４記事、ごみ・資源物収集カレンダ

ーでは２１年度分に掲載し、２２年度には、前回の

審議会で決定した啓発、促進ロゴマークを表紙に掲

載する予定である。  
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＊５・６ペー

ジの説明  

 

 

 

 

 

＊資料２「ア

ン ケ ー ト の

説明  

＊ １ ペ ー ジ

の説明  

 

＊ ２ 調 査 内

容（１）につ

いて  

 

 

 

＊（２－１）

について  

 

 

 

 

＊（２－２）

について  

また、その他の啓発活動としては、ＩｎｔｅｒＦ

Ｍ と い う ラ ジ オ 局 の 番 組 に 職 員 が 出 演 し 、「 ノ ー

(NO)レジ袋・マイバッグ推進及びキャンペーンごみ

減量啓発説明会」を町内１０箇所で開催した。  

「（５）瑞穂農芸高校や住民団体との連携・協働」

や「（６）町事業者との連携・協働」など、他事業

者と協力して事業にあたった。  

「（６）町事業者との連携・協働」によって、現

在は１４事業者と「レジ袋の削減及びマイバッグ持

参促進に関する協定」を締結し、自主的に活動して

もらっている。  

次に、今年の１月に締結事業者にアンケートをと

ったので、報告する。  

（アンケート調査結果について説明は省略）  

こちらは全１４事業者を対象に、本活動による成

果 の 有 無 を 今 年 の １ 月 に ヒ ア リ ン グ 形 式 で 調 査 を

おこなったものである。  

資料２の「２調査内容（１）」については、「成果

があったかなかったか？」という問いに、「あった」

が６５％、「なかった」が１４％、「わからない」が

２１％という結果だった。  

この結果から、６割以上の事業者が成果を感じて

いるということになる。  

続 いて、「どのような成果を感じているか」とい

う問いには、１番多い回答が「レジ袋の配布枚数が

削減した」の８９％、２番目が「声をかけられるこ

とが増えた」という７８％であり、この結果からキ

ャ ン ペ ー ン が 意 識 啓 発 に つ い て 着 実 に 成 果 を あ げ

ていることが伺える。  

 ま た、「その成果が発生した主な原因は」という

問いには、「お店独自の取組の成果」という回答が
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＊（３－１）

について  

 

 

＊（３－２）

について  

 

 

 

 

 

 

 

＊ ２ ペ ー ジ

の説明  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ ８ ％、次いで、「時代背景による意識の向上」が

６７％、そして、「キャンぺーンの成果」が５６％

となっており、事業者の認識として、半分以上の事

業 者 が キ ャ ン ペ ー ン の 成 果 を 肯 定 的 に 評 価 し て い

ること、また、店独自でも努力を続けていることが

伺える。  

一方、「成果がなかった」と答えた事業者からは、

「特にレジ袋配布が減少したわけではない」や、「声

をかけられることが増えていない」など、住民意識

の向上が感じられないという回答であった。  

そ の原因としては、「キャンペーン不足」と「今

までの習慣はそう簡単には変わらない」ということ

を挙げていた。  

 また、協定締結事業者に協定締結後のレジ袋辞退

率の平均を聞いたところ、１７．２７％だった。こ

の 数 字 は あ く ま で 各 事 業 者 の 感 覚 値 に 基 づ く も の

だが、ザ・モールみずほ１６などは４５％と、独自

の取組も手伝ってか、大きく成果をあげているとこ

ろもあるようである。  

その次には、事業者から自由意見を挙げている。

さまざまな意見があったが、集約すれば、主に次

の３点がポイントとして挙げられる。  

１ つ目が、「少しではあるが成果は上がってきて

お り 、 住 民 の 意 識 も 変 わ っ て き て い る よ う に 感 じ

る」ということである。  

２ つ目が、「あくまでその人の人生観・ライフス

タイルの問題であり、すぐに成果が出るようなもの

ではないから、地道に継続的に活動していくべき」

ということである。  

３ つ目が、「店側としてお客様に強く勧めること

は難しく、もし機嫌を損ねて、顧客を失うようなこ
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＊資料１「答

申 書 （ 写 ）」

の７ページ  

 

 

 

 

 

＊ ９ ペ ー ジ

の説明  

 

 

 

 

 

 

＊ １ ０ ペ ー

ジの説明  

 

（質疑応答） 

（吉川会長） 

 

 

（事  務  局） 

とがあれば、店の死活問題である」ということであ

る。  

このことからも、今のままでも一定の成果はある

が、今後、行政が主導して啓発活動を地道に継続的

に行ない、協力事業者を増やし、協力事業者がそれ

に追従する形で、住民の意識啓発を努めていくこと

が肝要であると考える。  

「４  キャンペーン実施期間」は、その実施期間

が本年の３月３１日までとなっている。  

 しかし、事務局では、答申の中でも「取り組みが

確立、定着するまで、期間を延長して継続して行う」

という文言もあり、成果も少しずつではあるが上が

ってきているので（８ページ「キャンペーンで得ら

れる効果」参照）、今後も当キャンペーンを継続し

ていきたいと考えている。  

「６  課題」のところには、今後調査・検討すべ

き 課 題 と し て 答 申 さ れ た 施 策 な ど が 列 挙 さ れ て い

る。  

 これらの４つの課題については、町内の商業事業

者や町民の方々の負担・協力無しには実現できない

ものであるため、その実現性等について十分に調査

し 、 今 後 さ ら に 研 究 を 重 ね て い き た い と 考 え て い

る。  

「（５）瑞穂町環境基本計画への反映」について

は 、 昨 年 ３ 月 に 反 映 さ れ た 計 画 が 策 定 さ れ て い る

（資料３参照）。  

 

ザ・モールみずほ１６は４５％という説明があっ

たが、他の事業者など町全体でどれくらいのマイバ

ッグ持参率であるかというようなデータはあるか。

協 定 締 結 事 業 者 全 体 と し て は １ ７ ． ２ ７ ％ で あ
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（村田委員） 

 

 

 

 

（事  務  局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（村田委員） 

 

 

 

 

（事  務  局） 

 

 

（意   見） 

（吉川会長） 

 

 

 

り、大型店舗は４０％前後、町内の小売店では５％

から５０％と幅があるが、おおむね５％くらいの店

舗が多かった。  

この活動の内容を見ていると、お店にばかり働き

かけているような気がするが、今後の活動もこのま

ま行っていくのか。もっと住民の方にも働きかけて

いくべきだと思うが。たとえば、説明会をやってみ

てどうだったのか。  

全１０地区で説明会を開催して、６１名の参加で

あった。地区ごとに２、３名から１５～２０名まで

ばらばらだった。  

住 民 へ の 働 き か け の 重 要 性 は 事 務 局 も 認 識 し て

いて、広報にも協定締結事業者の記事などを掲載し

ている。それ以外にも、「レジ袋を断りましょう」

などの記事を載せて、啓発を図っている。しかし、

広報を見る人への啓発はもちろん、見ない方への啓

発 を ど う す る か に つ い て も 、 今 後 研 究 し て い き た

い。  

私は生活学校から出ておりまして、生活学校は全

国組織です。私どもは独自で同じような活動をして

いる。私どもなどのような団体を利用し、住民をも

っと巻き込んだりした方がいいと思う。現在どのよ

うなことを行っているか。  

事業者との協定の締結を中心に進めたが、これを

足がかりに、住民の意見等も聞きながら、今後も進

めていきたいと考えている。  

 

先 日 福 生 市 が 風 呂 敷 を マ イ バ ッ グ と し て 推 奨 し

たという新聞記事が掲載されていた。このように、

マ ス コ ミ を 利 用 し た 啓 発 は 大 変 効 果 が あ る と 思 う

ので、町でも機会があれば、マスコミなどを利用し
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（根岸委員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（石塚委員） 

 

 

（吉川会長） 

 

 

 

てキャンペーンを盛りたてていってほしい。  

住民への働きかけは難しいと思う。地区ごとに説

明会をしても参加者が少ないということは、住民の

意識が低いのではないかと感じざるを得ない。そこ

をどうやって変えていくのか。また、参加事業者数

も１４事業者では少ない。この活動は住民と事業者

の両方の協力が必要である。たとえば、モールなど

は「レジ袋必要ですか？」って声もかけてくれるし、

マイバッグを持って行くと「ご協力どうもありがと

うございました」と言ってくれるので、また次もマ

イバッグを持っていこうという気持ちになる。人が

集まる場所を利用したりして、少しずつでも地道に

やっていくしかないのではと考える。  

説明会に参加したが、町内会長さんとかも参加し

ていなかった。町内会長さんとかにもっと声をかけ

て協力してもらえたらいいと思う。  

私も現在町内会長をやっているが、町内会に話し

てもらえれば、最低役員くらいは来てもらえるので

話をするのもいい。なかなか町単独やっても人が集

まらないのが現実だと思う。  

議題（２）  

「瑞穂町  一般廃棄物（ごみ）処理基本計画」の改訂について  

（会議内容）  

（資料説明） 

（吉川会長） 

 

（事  務  局） 

＊ 資 料 ４ の

１ ペ ー ジ の

説明  

 

 

議題（２）について、事務局より資料の説明を求

める。  

 

資料４の１ページ目の「１  一般廃棄物処理基本

計画について」は説明を省略する。  

このように、市町村の廃棄物行政の根本となるも

のが「一般廃棄物処理基本計画」である。  
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＊ ２ ペ ー ジ

の説明  

 

 

＊ ３ ペ ー ジ

の説明  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

簡単に今までの瑞穂町の一般廃棄物処理基本計

画の流れが載せてある。  

 現在は平成１２年３月に策定された「瑞穂町一般

廃棄物（ごみ）処理基本計画」を使用している。  

「２  現廃棄物処理基本計画と現状の乖離」とあ

るが、現計画が定められてから１０年という期間が

経過している。  

こ の 計 画 は 平 成 １ ２ 年 度 か ら ２ ６ 年 度 の １ ５ 年

間を計画年度としたものでるが、この１０年の間に

瑞穂町のごみ処理体系等に大きな変化があった。  

 その変化としては主に以下の４点がある。  

まず、平成１６年度にごみの収集処理のシステム

が変更になった。  

これは付近の家庭のごみを一箇所（集積所）にま

とめて、それを収集するという「ステーション方式」

から、現行の各家庭ごとにごみを回収する「戸別収

集方式」への変更である。  

また、それと同時に、分別方法が従来の「可燃ご

み・不燃ごみ・有害ごみ・資源物」から、現行の「燃

やせるごみ、燃やせないごみ、容器包装プラスチッ

ク、布、ペットボトル、紙類、ビン・カン・ガラス・

金属・有害ごみ」へ変更した。  

次に、「（２）中間処理施設の更新」については、

平成１５年度に中間処理施設が「クリーンみずほセ

ンター」から「みずほリサイクルプラザ」へ更新し

た。  

そして、「（３）最終処分場でのエコセメント化事

業の開始」について、平成１８年度より「最終処分

場でのエコセメント化事業が開始」され、最終処分

の方法が変わっている。  

最 後に、（４）ごみ一部有料化であるが、こちら
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＊４ページ  

の説明  

 

 

 

 

 

 

 

 

（質疑応答） 

（村田委員） 

 

（事  務  局） 

 

 

 

 

 

 

 

は平成１６年に行われ、燃やせるごみと燃やせない

ごみは町の指定収集袋を購入して、排出するように

なった。  

以 上 が こ の １ ０ 年 間 で 行 な わ れ た 大 き な 変 更 点

である。  

しかし、現行の基本計画には今後の課題や将来像

としての記述はあるものの、この変更点に基づくご

み処理方法を行なうという形での規定がない。  

現在、既にこれらの変更点を元に、ごみ処理を進

めているので、計画の改訂が必要となる。  

今 後 の 改 訂 方 法 に つ い て は 、 相 互 調 整 の 必 要 か

ら、 ｢瑞穂町一般廃棄物（ごみ）処理基本計画 ｣の上

位計画にあたる、「第４次瑞穂町長期総合計画」の

施行を待って策定したいと考えている。  

この ｢第４次瑞穂町長期総合計画 ｣は現在策定準

備中であるが、平成２２年度中に策定され、平成２

３年度に施行される予定である。  

今後は、平成２３年度の長期総合計画の施行を待

ち、諮問・審議していただき、基本計画の策定作業

を進めることになる。  

 

いろいろな変更点があったようだが、実際ごみは

減量されているのか。  

２０年度と２１年度のごみを家庭系と事業系に

分けると、１２月現在で家庭系が２．５％、事業系

が１０．２％の減である。トン数としては、家庭系

が１ｔ（５１ｔから５０ｔ）の減、事業系が２ｔ（１

８ｔから１６ｔ）の減になっている。  

また、事業系のごみについては、西多摩衛生組合

にごみが持ち込まれるときに職員が抜き打ちで検

査を行っている。本来は燃やせるごみしか持ち込め
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（意   見） 

（根岸委員） 

 

 

 

 

（田中委員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（吉川会長） 

 

 

 

 

 

ないが、中には資源になる「ビン・カン」や「紙類」

などが混入していることがあるため、収集運搬業者

に持ち帰らせて、不適正な処理を防いでいる。  

また、景気が悪いために、ごみが減っている可能

性があるとも考えている。  

 

新聞で町田市の取組が掲載されていた。「燃やさ

ない、埋め立てない」というテーマを掲げて、生ご

みを堆肥にして、長野県でレタスを作り、それを給

食の材料として循環させているという記事を見て、

瑞穂町にもそのような取組があればと思う。  

私の会社は町の許可を得て、東京都から再生リサ

イクル補助を受け、単純に焼却処分するのではな

く、剪定枝と生ごみをリサイクルしている。リサイ

クルしたものは、家畜の飼料などにも使っている

が、年間で８００トンくらい処理している。最近は

リサイクル堆肥の需要も増えているように感じて

いる。  

また、その工場にも、去年の４月から現在まで全

国各地から７０件程度の視察も入っていて、各行政

も「燃やさない、埋めない」を大原則にそのような

流れになってきている。  

そのため、町にもこのような施設を利用してもら

えればと思う。  

せ っ か く 町 の 中 に 素 晴 ら し い リ サ イ ク ル 施 設 を

持った業者があるのだから、次回の審議会では是非

視察をしてはどうか。一般廃棄物処理基本計画を検

討するにあたって、現場を知っておいた方がいい意

見も出やすいだろうから。  
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議題（３）  

その他について  

（会議内容）  

（吉川会長） 

（事  務  局） 

 

 

（天沼委員） 

 

 

 

 

（村田委員） 

 

 

（田中委員） 

 

 事務局から何かあるか。  

 特にないが、意見をいただいたので、次回はいろ

いろな施設を見ていただきたいと思っている。  

なかなか生ごみは扱いづらくて、調理をして生ご

みが出るごとにこまめに小さなレジ袋に入れて、片

付ける方がすごく片付けやすいと思うのだが、レジ

袋 を も ら わ な い と す る と 家 庭 の 主 婦 の ど う な る の

か。  

で も、この瑞穂町の取組は、「全部なくしましょ

う」ということではなくて、「減らしましょう」と

いうことである。  

自 治体の調査でも、「三角コーナー」って、流し

の角に置くようなものがあるが、あれを有効利用す

れば、生ごみの重さはずいぶん変わるという結果が

出ているとのことだった。  


